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【授業の主題】 

ソーシャルワーカーは社会の中で生きる個人を支援している。人間は人と人の間で生きる。そのため、ソーシャルワ

ーカーが支援する対象は個人でもあり、集団・組織でもあり、地域社会でもある。本講は、個人を取り巻く集団及び社

会資源を活用した相談援助の展開及びその技術について習得することを目的とする。 

【到達目標】 
1) ソーシャルワークの価値・知識・技術を活かした多職種・多機関との連携（権利擁護活動を含む）について、ケ

アマネジメントの事例から確認できる。 
2) グループを活用した相談援助技術について、グループワークの展開過程から具体的に記述できる。 
3) スーパービジョンとコンサルテーションの技術について、状況設定場面から適用することができる。 
4) 地域を基盤とした援助システムについて、社会資源の活用・調整・開発の観点から具体的に記述できる。 
5) 多職種・多機関との連携に向け、他職種の業務内容について記述できる。 

【授業計画・内容】 
第 1 回 オリエンテーション 
第 2 回 相談援助における対象の理解 
第 3 回 相談援助のためのアウトリーチの技術 
第 4 回 ケースマネジメント（ケアマネジメント）① 
第 5 回 ケースマネジメント（ケアマネジメント）② 
第 6 回 グループを活用した相談援助①（グループワークの意義と展開過程） 
第 7 回 グループを活用した相談援助②（自助グループ／サポートグループ／結成への支援と連携） 
第 8 回 コーディネーションとネットワーキング①（コーディネーション） 
第 9 回 コーディネーションとネットワーキング②（ネットワーキング） 
第10回 相談援助における社会資源の活用・調整・開発①（意義と目的／調整・開発の方法と留意点） 
第11回 相談援助における社会資源の活用・調整・開発②（ソーシャルアクション） 
第12回 スーパービジョンとコンサルテーションの技術①（スーパービジョン） 
第13回 スーパービジョンとコンサルテーションの技術②（コンサルテーション） 
第14回 ケースカンファレンスの技術①（ケースカンファレンスの意義と目的／運営と展開過程） 
第15回 ケースカンファレンスの技術②（ケースカンファレンスの実際／評価と普遍化） 

【授業実施方法】 

基本的には講義と演習で行う。 

【授業準備】 

①受講するすべての学生は各回の授業において参照する教科書の該当ページを「授業前に一度は読んでくること」 

②余裕のある学生は教科書の該当ページにおけるわからない語句などを「専門書や辞典などを用いて調べておくこと」

③社会福祉専門職になろうとする高い意欲のある学生は、日頃から新聞などで報じられる社会福祉に関する問題に関

心を持ち、「社会問題とソーシャルワーク専門職との関係について確認すること」 

【主な関連する科目】 

高齢者福祉論Ⅰ・Ⅱ、地域福祉論Ⅰ・Ⅱ、ソーシャルワーク論Ⅱ～Ⅵ、ソーシャルワーク演習Ⅰ～Ⅴ など 

【教科書等】 

社会福祉士養成講座編集委員会編：相談援助の理論と方法Ⅰ・Ⅱ（第3版）、中央法規出版、2016 

【参考文献】 

必要に応じて、授業の中で適宜提示する。 

【成績評価方法】 

授業・演習への参加態度（主体的な授業参加度を重視する）30％、小テスト50％、提出課題・レポート20％で評価す

る。60％以上の得点を合格とする。 

【学生へのメッセージ】 

自分の身近な地域に関心を寄せ、地域で暮らすクライエントにはどのような生活問題があるのかを考えることが出発

点となります。そして、問題を解決するためにどのような社会資源の活用・調整・開発が行われているのかを考えてみ

ましょう。地域生活を支えるための社会資源の中には、そのように深く考えようとするあなたも含まれます。 
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